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技術委員会

原案作成原案作成 分 科 会

規格委員会
コンセンサス
形成

④審議・書面投票

③ 上申③ 上申

①ドラフト作成

⑥ パブコメ送付⑥ パブコメ送付 ⑧ 上申⑧ 上申

④’テクニカルレビュー
適合性確認適合性確認

（ 規 格策定プ ロ セ ス ）

調整・レビュー調整・レビュー

個人、企業、団体等

提案提案

素案作成素案作成

②審議・投票（書面 or 挙手）
⑦パブコメ対応案作成

⑨パブコメ対応書面投票

⑤パブリックコメント

⑩プロセスレビュー
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（規格委員会規程 ポイント）

委員の業種分類等 （第５条、８条）

１．同一組織からの委員は２名以下

２．同一業種の委員の数は、委員の数の

１／３を超えないものとする

３．上記１．の業種分類は、各委員会が技術

基準策定手順書に定める

４．規格委員会規程は、最低限遵守する要

求事項を規定
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委員会の活動 （第９条）

１．基本方針及び技術基準策定手順書に従

い、技術基準の制定、改廃を審議

２．分科会及び解釈専門分科会の設置

３．技術委員が行うレビューについての対応

４．関連する海外及び国内の法令等の調査・

検討

５．他の標準化団体等との協力
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委員会の開催等 （第１３条、１４条）

１．原則 年１回以上開催

２．定足数＝委員の数の過半数

３．委員会は原則公開
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委員会の決議・決議要件 （第１９条）

１．規格の制定、改正又は廃止にかかる採
決は、書面投票による

２．書面投票は、委員の数の４／５以上の投
票により成立

３．２／３以上の賛成により可決

４．意見付き反対があった場合、その解決に
向けた対応を審議

５．技術的内容の変更を行う場合、再度書面
投票を実施
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分科会の決議・決議要件 （第２０条）

１．主査が、挙手又は書面投票による採決の

いずれかを決定

２．分科会委員の数の過半数以上の賛成に

より可決

３．分科会委員他からのコメントで未解決の

ものがある場合、コメント及び未解決であ

る理由を添えて、規格委員会へと上申
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解釈専門分科会の

決議・決議要件 （第２１条）

１．採決は書面投票による

２．採決は全員の賛成により可決



9

パブリックコメント （第２２条）

１．規格の制定、改正又は廃止に際し、規格

委員会が行う

２．実施期間（公表期間）は、１ヶ月以上２ヶ

月以内

３．パブリックコメントへの対応として技術的

内容の修正を行った場合、再度パブリッ

クコメントを行う

ただし、この場合の実施期間は、１５日以

上
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レビュー等 （第２３条）

１．規格の制定、改正又は廃止について、技

術委員のテクニカル・プロセスレビューを

受けなければならない

２．レビューにおいて、技術委員会又は技術

委員から説明を求められたときは対応を

要す

３．レビューで技術委員から意見があった場

合、対応を審議し、技術委員に結果を連

絡しなければならない
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異議申し立て （第２４条）

１．何人も規格委員会、分科会又は解釈専

門分科会により可決又は否決された決議

について異議のある場合、委員会に対し、

再考を要求できる

２．異議申し立てに関する決議は、委員の数

の２／３以上が賛成する決議を要す
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事務局（ＫＨＫ）の責務等 （第２６条）

１．個人、企業、団体等から技術基準等の制

定、改正又は廃止の提案等を常時受け

付ける体制を整備しなければならない

２．提案等があった場合、必要に応じて規格

委員長の意見を踏まえ、委員会等へ付議

しなければならない

３．提案等に対して行った決定は、提案者に

報告しなければならない


